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け る 骨 密 度 と 食生 活

原 典 子　 阿 部 恒 男　 江 洋 郁 子

〔(社) 日本 家政 学会

（目 的 ） 鮑食 時 代を 迎 え た 我 が 国 に おい て 、主 な 栄 養素 の 中 でtn シウム摂 取 量 の み が 所 要 量 に 達

し て な い。 力≫ii ウi.不 足 は 、骨 粗 軽症 の 重 要 なりスクファク9-の １ つ で あ り 、特 に 女 性 は 、閉 経 後 、Iスト

D'r≒/減 少 と 因 果 関 係 を も っ て 骨 粗 軽 症 が 発 症 する。 骨 粗 軽 症 予 防 に は 、骨 量 減 少 を い かに 抑

え る か が 重 要で あ る が 、そ れ以 前 の 若い 時 期（20-30 歳 代 ）の 最 大 骨 量(Peak Bone mass ）を 高

め て お く こ と が よ り 重 要 で あ る。 そ こ で 、我 々 は 、骨 密 度 お よび 栄 養 摂 取 状 況 に つ い て 、20歳

代 の 女 性 、お よび 閉 経 期 の 女 性 を 対 象と し て 検 討 し た。

（方 法 ） 東 京 都文 京 区 の 保 健 所 に おい て 、節 目 健 診 を 受 診 し た 健 常 女 性（年 齢40,45,50,55,

６０歳 ）約６００人 、お よ び20 歳 代 女 子 学 生 約100 人 を 対 象 と し た。 対 象 者 に 対 し 、DEXA 法（Holog  i

ｃ Q D R 1 0 0 0 ）に よ る 腰 椎（LI  －L4）骨 塩 定 量 を 行 っ た。 同 時 に 身 体 活 動 、食 習 慣 お よび 栄 養 摂 取

状 況 を 把 握 する た め、健 康 状 態・食 生 活 ア ン ケ ート（3 日 間 の 食 事 記 録 を 含 む ）を 実 施 し た。

（結 果 ） 腰 椎 骨 密 度（BMD,g ／cm^）は 、40歳 以 降、加 齢 に 伴 い 減 少 し た。 特 に 閉 経 初 期で あ る50

- 55 歳 に か け て の 減 少 率か 高 い 傾 向 を 示 し た。 し かし 、こ れら の 対 象 者 のBMD は 、現 在 健 常 日

本 人 女 性 平 均 値（1990 年 、浜 松 医 大・川 崎 医 大 ）に 比 べ 、高 い 傾 向 を示 し た。 一 方 、20歳 代 で は 、

日 本 人 女 性 の 平 均 値 と ほぼ 同 じI べ 刄で あ っ た。　力刄シウA摂 取 量 に つい て み る と 、全 て の 年 齢 で、

所 要 量を 充 足し て い な か っ た。 以 上 の こ と か ら 、いづ れ の 年 代 に おい ても 力Ji/ウム摂 取 量 を 増

加 さ せ るこ と が 大 切 で あ る が 、特 に 若 年 者 に お い て骨 密 度 を 高 め る た め の 食 生 活 や 生 活 活 動

量 の 重 要 性 が 示 唆 さ れ た。
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閉 経 後 の 急 激 な 骨 塩 お よ び 骨 強 度 減 少 に 対 す る 自 由 運動 の 抑 制 効 果

日 本女 大 家 政　 ○ 五 十 嵐 千 恵　 江 渾 郁 子

エ スト ロ ジ ェ ン 欠 乏 は 腰 背痛、 骨 折 を も た ら す骨 粗 難 症 の 最 大 のリ スク フ ァ ク

一 つ と さ れ て お り、 閉 経 期 に 骨 塩 は 急 激 に 減 少 す る こ と が 最 近明 ら かK.  さ れ た。 従

こ の 時 期 の 著し い 骨 塩 減 少 を 抑 制 す るこ と は、 閉 経 後 骨 粗 毅 症 の 予 防 に 非 常 に 効果

る と 考 え ら れ る。　 我 々 は 閉 経 後 骨 粗 難 症 モデ ル で あ る 成 熟 卵 巣 摘出（OVX ）ラ ッ ト に

運 動 を 負 荷 し 、自 由 運 動 がovx に よ るCa バ ラ ン ス の 変 化 を 比 較 的 早 期 から 改 善 す る こ

た さ ら に 腰 椎、 大 腿骨 近 位 お よ び 遠 位 部 の 骨 密 度（BMD ）が, 非 運 動 群 に 比 ぺ て 有 意 に

示 す 事 を 明 ら か にし た。 そこ で 本 研 究 で は,ovx 後 短 期 間 に お け る 骨 強 度 お よび 骨 密

に 及 ぼ す 自 由 運 動 の効 果 を 検 討し た。

S>r 月 齢 のWistar 系 雌 性ラ ッ ト43 匹 にSha･ operation　 ま た はovx を 施 し、0VX ラ

。　回 転 車 で 自 由 に 運動 を 行え る 自 由 運 動 群 お よ び 対 照 の 非 運 動 群 に 分 け た。 実 験 間

開 始1.2,3 ヶ 月 後 にDEXA 法（Holog  ic. QDR-IOOO に よ り 、第4,5 腰 椎 お よ び 脛 骨 のBUD を

に 測 定 し た。 ま た、 同 時 に 各 群5-6 匹 づ つ 解 剖し、 大 腿 骨 の 破 断 強 度 を 測 定 し た。

自 由 運 動 群 の 平 均 走 行 距 離 は 約2,400n/day で あ っ た。　 大 腿骨 強 度 はOVXl ヶ月 目

下 し、 自 由 運 動 に より 抑 制 さ れ る 傾向 が 認 め ら れ た。 ま たovx に よ る 急 速 なBMD の 減

海 綿 骨 主 体 の 脛 骨 近 位 部 に 特 に 著 し く 認め ら れ、 自 由 運 動 は こ の 減 少 を、 運 動 負 荷

り 明 ら か に 抑 制 す るこ と が示 さ れ た。 以 上 より 、OVXに 伴 う 骨 変 化 の 出 現 は、 骨 種 類

部 位 に よ り 異 な り、 さ ら に 自 由 運 動 の 骨 に 対 す る 効 果 は　ovx 後 比 較 的 早 期 より 現 れ

明 か と な っ た。


